
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団 体 名 郡上市和良乳幼児学級『わらいっこくらぶ』 

実 施 日 時 平成２８年９月２１日（水）実施１０:００～１１:４５ 約１０５分 

会    場 和良振興事務所 

参 加 人 数 １６人 

学習課題（分野） 子どもの健康（歯の健康）・子ども理解（絵本読み聞かせ） 

運営者の願い 

歯科衛生士による歯の健康の話、サロン形交流会等の活動を通し 

て、親子で学んだり、お母さん同士が互いに学び合い絆を深めたりする場

にして欲しい。   

学 習 の 内 容 

＜講 話＞ 
テーマ：歯の大切さ 
講 師：歯科衛生士 
・歯が生え始めたら仕上げみがきが大切な理由と、 
その方法について。 

・丈夫な歯を育てる食生活「噛む活」について。 
＜親子工作＞ 
 ・親子で人形の口と歯ブラシを紙で工作する。 
・完成した歯ブラシで歯みがきごっこを楽しむ。 
☆歯みがきに親しむことができるよう工夫。 

  
＜子育て講話・サロン型交流会＞  

 テーマ：子育て講話「ひなたぼっこ」 
  講 師:服部 敦子 氏（郡上市社会教育課） 
 ・講師を囲むように机を並び替え、悩みをすぐに相談 

できるような、温かい雰囲気に会場を整える。 

 ・「子育て読本～ひなたぼっこ～」を活用した絵本につい 

  ての講話、講師による読み聞かせ。 

  「がちゃがちゃどんどん」/「ころころころりん」 

/「かいじゅうたちのいるところ」 

 ☆役員さんが手づくりで「麹のクッキー」「白玉団子」 

「アップルケーキ」とお茶を準備。親子でおやつを 

食べながら、和やかに話すことができるように工夫。 

 
 
 
 
 
 
 
 
＜参加者の感想＞ 
 ◇歯の講話について◇ 
・歯についての話が聞け、なぜ虫歯ができるのか、噛むことの大切さを知り、歯の

大切さを改めて実感しました。今日から歯磨きを開始して、虫歯にならないよう

にしていきたいと思います。 

・歯磨き指導を受けて、もう少ししっかりと歯の手入れをしてあげようと思いまし

た。 

◇子育て講話・絵本の読み聞かせについて◇ 

・絵本の読み聞かせでおとなしく聞いているのは久しぶりだったので、0 歳児のこ

ろ読み聞かせていたものを、改めて読んでみようと思いました。今を楽しむ子育

てを心がけたいです。 

・服部先生のお話をじっくり聞くことができ、絵本の大切さを知りました。たくさ

ん読んでいきたいと思います。参加できて良かったです。 

講演会型＋体験活動型＋子育てサロン型（乳幼児） 

＜型を組み合わせて 

  学びを高める工夫＞ 

◇テーマに沿った活動を

組み合わせる 

・「歯」の大切さをテーマ

にした講話と親子工作

の組み合わせで、親子で

楽しみながら学んだり、

子どもの成長に気付い

たりする機会になった。 

＜和やかな子育てサロン＞ 

・郡上市子育て支援事業の

一つである、0 歳親子の

教室「まめっこくらぶ」

（生後 2～5 ヶ月くらい

の赤ちゃんと保護者を対

象）の時から、顔なじみ

の保護者と講師でもあ

り、共に子どもの成長を

喜び合える関係が温か

い。会場の工夫やお茶菓

子等の準備もあり、和や

かな会になった。 

案内のおたより＜※１＞ 

記録カード＜※２＞ 

＜家庭教育学級講座の 

学びを生かして実施＞ 

 授業参観の際の情報機器に

関する親子講話の学びを生か

して、第 1 回在宅取組の２つ

の目的と４つのポイントを、案

内のおたよりで分かりやすく

提案して実施された。 

新生児が誕生した両親のために、郡上市が発行

している子育て読本。乳児期 11項目・幼児期 12

項目・小学生 15項目・中学生 13項目にわたり、

子育てに関する疑問や知恵がおり込まれている。

市内の家庭教育学級では、この読本を活用した講

座が多数行われている。 

〈絵本の読み聞かせの様子〉 

＜自主的に企画・運営 

に関わる学級生＞ 

・会場前面の飾り付け、親

子工作やおやつの準備は、

学級生のアイデアから生

まれたものであり、毎回、

親子で楽しく取り組むこ

とができるように、学級生

が運営に関わっている。こ

の会の雰囲気が、自然に受

け継がれ、主体的な学びの

場となっている。 

〈親子で工作〉 


